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「私たち世代が もっと国東市を好きになるために」
市内在住独身者編

今回、各町の独身の男女1名ずつの予定でしたが、体調不良のため急きょ欠席さ
れた方もおり、7名で座談会を行いました。

1. 参加者が市内で働くことになった理由
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・元々高校を卒業して市外で就職したが、3年経って帰ってきて、知人の紹介で今の仕事に就いた。い
ざ国東に帰って仕事を探すとなると、国東は専門職の仕事か漁師や農家等が多いから、新卒以外の
時に就職するのは厳しいと感じました。

・単純に短大を卒業するタイミングで保育士の仕事があったので就職したが、今は別の仕事をしている。 
・実家が車屋だったので継いだ。東京にも住んで、福岡でも働いていたけど、行ったことがない時は

良いなあと思うけど、実際住んでみたら、こっちだから上とかいう事もない。でも確かに福岡にい
た時は、国東に帰るのに抵抗はありました。

・ここで生まれて育って、大学も県外に出てないので、もう今さらここを出る気はない。このまま国
東にいて、貯金もしたい。

・理容師をしているが、4年前まで大分市内で働いていた。本当は独立しようと思ったがお金もかかる
し、実家が理容室なので親と一緒にすることにしました。

・子どもの頃から大好きな先生がいて、その先生を見て保育士になりたいと思い、その先生と一緒に
働きたくて、短大を卒業してから自分が卒園したこども園で希望どおり働いている。

・仕事は変わったことはあるが、ずっと市内で働いており、外に出ようとは思っていない。

2. 市内で働くのは働きやすいのか

4.今後生活環境に変化があってもこのまま国東市に住み続けますか

・職場も自分が産まれ育った町なので、知っている人が多い。あの人の家、この人の家みたいな安心
感はあります。

・市外で働いたことがないし、比べる所がないので働きやすいかどうかわからないが、良い面も悪い
面もあると思いますが、自分が住んでいる所なのでやっぱり良いと思います。

・同じ仕事をいろんなところで経験していれば国東と比較できるけど、福岡にいた時は車関係ではな
くて違う商売をしていたので分からない。今のところは、商売はお客さん相手なので、別にどこで
するとしても一緒だと感じている。

・やっぱり、仕事次第。特に、結婚した場合、女性の仕事より、相手の男性の仕事を優先すると思う
ので、相手の男性の仕事先次第です。

・今回、市外に出ている同級生に、国東にどうあったら帰ってくるのか聞いてみましたが、全員「仕
事、仕事がないのに帰ってはこられない。」と言っていました。

・今日集まった中でも専門職の人が多いですが、保育士や家業、資格などが無いと働けないっていう
事はないだろうけど、市外県外ほど資格を持たなくても働ける一般職の仕事が少ないので、働きに
くいと感じている。

・小さい時は近所のおいちゃんおばちゃん達と遊んだり、友達と海に行って遊んだりして、楽しく過
ごせたと思っているので、国東みたいな所で子育てしたいと思います。だけど、産婦人科の事と
か、小児科も市民病院位だし、小児科が少ないので緊急な時が不便な気はしています。

・結婚したら実家からは出ると思いますが、そんなに離れてない所に住みたいと思っています。
・産婦人科は杵築まで行かないといけないので遠い。国見で

産気づいたら1時間ずっと耐えることになると思うと、その
間不安でたまらないと思います。

・男性からしたら仕事が変わる以外に市外にでる理由はない
と思います。なので、若者定住を考えるなら、定年が延び
てますます若い人が入る余地がなくなっていくのだから、
住宅環境を整えるよりも、法人税の軽減など思い切った助
成をすることで、大きい会社を国東に引っ張ってくること
が大事なのではないでしょか。

3. 市内での出会いについて

・市内での出会いの場はない。あるとしたら、大分や別府での飲み
会です。

・他人の目が気になるので、市内の婚活イベントには正直参加しま
せん。

・もし、ケーブルテレビや市報で
独身者を紹介するコーナーがで
きたとしても、自分が紹介され
たときの市内の反響が凄そうなので、協力しようとは思わない。

・国見のイミテラスや国東の鶴川コーナで行われている異業種交流
のような場であれば、1回参加したこともありますが、そこまで
抵抗なく参加することもできると思います。同世代が多い交流会
ならば、もっといいなと思います。


